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1 C土)全国シェルターシンポジウム石川2003
íDVのないまちづくりをめざして~市民と自治体の協働~J
金沢まで行きました。2日間開催の予定ですが、私は一日参加でした。

基調講演「誰もが安心して暮らしていくために」 辛淑玉さん

苦手さんの講演を聴くのは 2回目ですが、本当にすごいけです。在日コリア

ンとして、女性として、マイノリティに位置 してきた彼女が人生の一端を

語るとき、「誰もが…jの「誰Jてほんとうに「誰リと問いかけ続けるもの

だと恩うのです。言葉に出来ずにいる人がたくさんいる中で、言葉に出来、

発することが出来る位置にある彼女は、「少なくとも私は声を上げていき

たい。いろんな形で変えていきましょう」と締めくくられました。「政治が

変われば必ず変わる」とも話されました。政治に携わるようになった私に

できる事は、先週の「子どもの権利条約を生かした子どもの施策jといい今

回の DVの問題といい、自分の中心に据えていく事だとあらためて確認し、

政治を変えていかなければ11と強く恩ったしだいです。

2C日)枚方高校11期生同窓会

6C木)iアフガンに学校をつくろうリ現地の報告と音楽のつどい

14C金)枚方市精神保健福祉推進協議会設置30周年記念式典

15C土)大阪教組教育改革フォーラム 「皇砂ーオキナワJ
16C日)であいの市

19C水)市立市民病院運営審議委員会

20C木)淀川左岸流域下水道組合 第3固定例議会

21 C金)大阪府市議会議員研修会

25C火)総務常任委員協議会

26C水)臨時議会

29C土)藤田篤さんを偲ぶ会

私が教師にな って2年目の時、枚方四中に校長として魁任されました。

子どもたちに正面から向かわれる姿が教師としてのあるべき姿として尊敬

していました。 2年間で退職されたのが残念だと思っていましたが、その

後教育長にもなられ「やっぱり」と思ったことを覚えています。ご冥福をお

キ'Ifりしています。

児童養護施設訪問

お問い合わせ・野村いくよ後援会事務局 tel.072・841・2990
e-mail: 194-nom ura@mvf.biglobe.ne.jp U RL:http://www . towns. ne jp/sites/top.php ?f_gid=5 

1 C月)民主党11区総支部常任幹事会

4C木)人権週間事業 映画会「アイ・アム・サムJ

6c土)枚方市立南部市民センター開館記念式典

8C月)-18c木)定例議会 詳しくは議会報告をご覧ください。

13C土)iえん罪JR浦和電車区事件jを告発する近畿集会

17C水)がんばれ太田房江大阪の元気を大阪府職員関係者の集い

19C金)第 3回男女共同参画委員会(民主党大阪府連)

自衛隊派遣を許さない12・19大阪集会 扇町公園

22C月)社会福祉法人救世軍希望館

26C金)-28 c日)沖縄平和研修旅行
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して新年明けま

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

4C土)民主党11区総支部大会

7C火)-15C水)決算特別委員会

8C水)枚方市追悼式総合文化会館PFI事業についての会派学習会

15C水)-16C木)夜8時間空発の飛行機で沖縄へ

16C木)

宮城喜久子さんのお話を聴きました。喜久子さんはひめゆり学徒隊の生

存者で、ひめゆり平和祈念資料館で資料委員 ・証言員をされています。と

ても精力的に活動をされています。とにかくひめゆり学徒隊の生存者の中

では最年少ということで、自分が伝えていかなければ、という使命感に燃

えている、といっても過言ではないと思います。戦争体験者のお話を直接

臆くということは本当に限られてくるようになりました。でも今のイラク

にも思いをはせ、絶対に戦争を起こしてはならないことを強〈訴えられ、

その思いを広げていこうとされている喜久子さんに私自身も応えていかな

ければならないと思ったわけです。

その後、佐喜員美術館を訪れ、丸木位里・俊さんの「沖縄戦の図J12点を

鑑賞しました。言葉に表せない感情とでも言うしかないです。

22C水)議会報編集委員会

23C木)-24C金)

「地方自治体と子ども施策」全国自治体シンポジウム2003に参加

神奈川県川崎市まで行きました。子どもの権利条約を生かした施策に取

り組んでいる自治体の話を聴くことができ、私自身か'これから取り組んで

いくことが少し具体化できたかな、と思います。川崎市の教育長は女性で

した。川崎市は子どもたちの居場所づくりとして、「子ども夢パーク」をこ

の夏からオープンしています。そこの見学もしてきました。夜だったので

すが高校生ぐらいの子たちが集ま って歌の練習をしたりしていました。

2日目は分科会で私は、「自治体における児童虐待防止ネットワ ク」と

いうテーマのところに参加しました。枚方市も2002年度からネットワーク

を作っているということを後で知りました。子どもにやさしい自治体であ

るために、私もできることを頑張りたいと思います。

30C木)枚方市・寝屋川市合同防災訓練

2C火)厚生委員協議会・建設委員協議会の傍聴

3C水)総務委員協議会

5C金)敬老の日記念式典

6C土)大阪・母と女性教職員の集い

12C金)-26C金)本会議

20 C土)-21 C日)北京+10に向けて クローパル時代のフ工

ミ二ズム運動と題して世界女性会議ネットワ

ーク関西連続講座

運動会

j主張
' • 28 C目)五常小学絞

ございます
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旧
年
中
は
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

い
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
が
求
め
て
い
る
非
暴

力

・
平
和
な
社
会
が
遠
の
く
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
も
不
安
や
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
枚
方
市
で
は
、

2
0
0
4
年
4
月
か
ら

「枚
方
市
立
中
学
校
通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用
」
が
始

ま
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
「
義
務
教
育
と
は
?
公
立
学
校
と
は
?
」
を
真
剣
に
論
議

し
、
「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
」
意
味
を
さ
ら
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
用
意
す
る
の
は
、
私
た
ち
大
人
の
責
務
で
す
。

本
当
に
だ
れ
で
も
が
安
心
し
て
、
平
和
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
私
、
野
村
い
く
よ
は
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

時

時
間
の
流
れ
は
速
く
、
議
員
と
し
て
の
生
活
も
8
ヶ
月
が
過

H

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
枚
方
市
に
と
っ
て
重
要
課
題
と
さ
れ
て

聞

い
る
議
案
な
ど
民
主
連
合
議
員
団
の
中
で
、
論
議
し
選
択
を
し
、

議
会
に
臨
ん
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
今
ま
で
よ
り
も
視
野
を
拡

く
持
ち
、
枚
方
市
の
今
後
を
見
据
え
な
が
ら
、
考
え
て
き
た
つ

も
り
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
学
び
、
経
験
し
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
り

一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

民

フおめでと
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(
土
木
部
公
園
課
の
回
答
)

同
年
度
末
4
2
5
団
体
が
施
設
使
用
団
体
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
高
齢
者
の
団
体

は
8
団
体
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
減
免
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
団
体
の
利
用
実
態
や
、
他
の
公
共

施
設
の
使
用
状
況
な
ど
を
調
査

・
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

-m月
決
算
特
別
委
員
会

民
主
連
合
議
員
団
か
ら
3
人
決
算
特
別
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
機
会
が
ま
だ
な
の
で
、

初
め
て
の
質
問
と
な
り
ま
し
た
。

野
村
い
く
よ
は
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

。
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

。
教
育
費
に
つ
い
て

1
)
人
権
教
育
の
取
り
組
み

2
)
ス
ク
ー
ル
セ
ク
シ
ユ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
取
り
組
み

3
)
男
女
平
等
教
育

4
)
学
力
診
断
テ
ス
ト
委
託
料

5
)
総
合
的
教
育
力
活
性
化
事
業
経
費
(
地
域
教
育
協
議
会

・
さ
わ
や
か
ネ
ッ
ト
)

。
学
校
管
理
費
、
空
調
設
備
に
つ
い
て

1
)
学
校
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
委
託

2
)
学
校
ト
イ
レ
改
修

3
)
空
調
整
備

教
育
委
員
会
で
は
来
年
度
か
う
中
学
校
に
お
け
る
通
学
区
域
の
弾
力
化
運
用
を
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
東
京
都
晶
川
区
で
は
、
空
調
設
備
が
整
っ
た
学
校
に
希
望
が
多
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
指
定

校
へ
の
通
学
が
基
本
で
あ
る
以
上
、
ど
の
学
校
も
教
育
環
境
が
同
じ
で
あ
り
、
施
設
整
備
面
で
も
格

差
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
が
公
立
学
校
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

(
教
育
委
員
会
の
回
答
)

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
学
校
教
育
環
境
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
基

本
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
建
築
年
次
や
改
修
年
次
の
違
い
に
よ
り
実
施
の
状
況
は
異

な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
各
学
校
の
施
設
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
良
好

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
性
や
安
全
性
を
最
優
先
に
改
修
等
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
空
調
整
備
に
つ
い
て
は
、
特
に
学
校
聞
の
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

。
公
園
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

-
枚
方
市
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
、
枚
方
市
立
な
ぎ
さ
体
育
館
は
、
印
歳
以
上
の
団
体
が
使

用
す
る
場
合
は
使
用
料
の
減
免
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
公
園
の
運
動
広
場
に
つ
い
て
は
減
免
規
定
が

な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
や
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
高
齢
者
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
減
免
の
お
考
え
は
い
か
が
で
す

力、

関門海峡物語

とらふぐグルメの巻
定員40名

3/28c日)
新大阪(10:29発)→ 小倉 →門司港
着後レトロ門司港フリータイム
夕食 :とうふぐづくし
(，11ぐ刺ふぐ鍋・ふぐ唐揚げ・小鉢・ふぐ雑炊・漬物・果物)

3/29c月)
出発までフリータイム

門司港→小倉 →新大阪(17:51着)

-g月
定
例
議
会

主
な
議
決
事
項

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

(
使
用
を
基
本
的
に
有
料
と
す
る
と
と
や
使
用
基
準
等
の
管
理
運
営
事

項
を
定
め
る
も
の
)

た
だ
し
使
用
に
関
し
て
は
減
免
措
置
が
あ
る
の
で
、
特
別
な
目
的
使

用
の
部
屋
以
外
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
改
正

宇
山
保
育
所
の
民
営
化
が
決
定
し
た
わ
け
で
す
。
保
育
課
は
、
今
の

保
育
水
準
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
明
言
し
て
い
ま
す
が
、
宇
山
保
育

所
に
現
時
点
で
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
は
と
て
も
大

き
な
問
題
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
最
大
限
負
担
が
な
い
よ
う
に
私
た
ち

が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
待
機
児
童

を
解
消
し
少
し
で
も
多
く
の
人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
て
働
け
る

と
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

民
主
党
か
ら
「
国
連
中
心
の
平
和
的
な
復
興
支
援
体
制
が
整
う
ま
で

は
、
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。
慎
重
に
、
と
い
う
こ
と
で
も
全
会
一
致
に
は
な
ら
す
、

結
果
も
か
な
り
微
妙
と
い
う
こ
と
で
投
票
で
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
担
名
中
げ
名
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
当
に
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

日・
~ 12 
1L月
自決
き算

芸揃
雪雲
雲嬰
員E
1J'、
れ
ま
し

主
な
議
決
事
項

2
0
0
3
(平
成
旧
)
年
度
補
正
予
算
が
協
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
の
給

与
改
定
等
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
と
し
て
、
一
般
会
計

・
4
特
別
会

計

・
2
企
業
会
計
の
合
計
で
7
億
9
千
万
円
を
減
額
し
、
緊
急
性
の
高

い
事
業
に
限
っ
た
補
正
内
容
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
(
主
な
事
業
は
、

戸
籍
情
報
を
電
算
処
理
す
る
た
め
の
予
算
、
商
業
振
興
策
と
し
て
新
た

な
商
晶
券
発
行
の
補
助
金
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
北

河
内
7
市
共
同
に
よ
る
ホ
l
ム
レ
ス
の
生
活
相
談
事
業
に
必
要
な
予
算

等
)
。
ま
た
、
第
2
清
掃
工
場
建
設
に
つ
い
て
総
合
評
価
に
よ
る
契
約

と
す
る
た
め
の
委
託
料
、
中
部
拠
点
整
備
で
は
、
げ
年
オ
ー
プ
ン
を
め

ざ
し
て
行
う
人
材
育
成
複
合
拠
点
施
設
及
び
中
央
図
書
館
の
改
修
工
事

費
な
ど
で
す
。
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

3
市
合
併
に
向
け
た
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
議
案
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
広
域
行
政
問
題
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
結
果
を
受

け
、
記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
賛
成

し
ま
し
た
。
た
だ
し
付
帯
決
議
が
つ
い
て
い
た
か
ら
、
で
す
が
:・。

し

か
し
な
が
ら
、
同
日
に
同
様
の
協
議
が
行
わ
れ
た
寝
屋
川
市
議
会
お
よ

び
交
野
市
議
会
に
お
い
て
は
、
両
議
会
と
も
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
っ

た
た
め
、
本
議
案
に
か
か
る
合
併
協
議
会
の
設
置
は
不
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

女門司港フリータイムモデルプラン

A.レ卜口門司港地区散策コース

B.巌流島上陸コース (門司港~巌流島)

c.下関観光コース (門司港~唐下関戸)

女ご旅行代金 29.400円
(小人は 7.400円・夕食ふぐづくし不要の場合は-6.500円)

宮崎宿泊予定 :

門司港ホテル
大正浪漫の香り漂う懐かしい街、 門司港の中心に

ある海峡のモダンなデザイナーズホテルです。関

門海峡の潮風に包まれながら古きよき時代に~ イ
ムスリ ップできます。

女参加ご希望の方女

2/14までに後援会事務局ヘ

tel.072・841・2990


